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１．目的  

高尾野羽根溶岩ドーム北～南西側斜面では，2016 年 4 月 16 日の熊本地震本震による震度 6強を記録した強

い揺れに襲われ，死者５名をだす地すべりが発生した[1]．この斜面崩壊は流動化したテフラ層が地震動によ

って流動化して発生したとされる[2]。この地すべりに関して以下の２点について着目した。 

① 10～15°傾斜の非常に勾配の緩い斜面で，また地すべり幅，長さに対して非常に薄い層厚で発生している 

② 同じ溶岩ドームの同様な斜面においても地すべりが発生していない範囲がある（写真1） 

これらの特徴が，地質構造の素因によるものと予測して比抵抗映像法を用いた斜面調査を行うことにした． 

２．地質の特徴  

筆者らはこの斜面を踏査した結果，この地すべりは，非常に緩い斜面（10～15 度傾斜）で発生し，すべり面付

近に橙色を呈する軽石層が連続して分布し，すべり面基盤には高野尾羽根溶岩本体とその活動による噴出物が分布

ものと推定された．またすべり面と考えられる橙色軽石層，すなわち草千里ケ浜降下軽石層（Kpfa:31cal ka），上

位には姶良火山灰層（AT:29cal ka）から喜界赤ホヤ火山灰（K-Ah:7.3cal ka）および阿蘇中央火口丘火山灰（AC:7.3

～現在）が分布し [3]，すべり土塊となったテフラ層は最大８ｍ程度であったとされる． 

３．比抵抗映像法の利用に至った理由  

この斜面の地質構造探査での利用が有効であると考えら

れるのは斜面に分布する地質は以下の理由から比抵抗的

な特性を有していると考えるためである． 

① テフラ層：主に細粒砂，粘性土からなり，低比抵

抗が予測される． 

② 降下軽石層：粗粒な細礫径（2～4mm 程度）から

なるが，風化し含水した状態であることから比抵

抗が非常に低い鍵層となるものと考えられる． 

③ テフラ層・溶岩本体(すべり面以下)：高比抵抗ある

ものと推定される． 

(2)地形影響成分の排除：斜面は比較的緩い勾配であるため観測比抵抗値を補正する必要がない． 

以上の点から，比抵抗映像法による探査が，斜面地質構造の判定に適した手法であることが予測された． 

４． 観測結果  

(1)高尾野羽根溶岩：比抵抗値 1,000Ωｍを超えるものが，A-B Line の測点 100m～終点の範囲，C Line

の測点 25ｍ～75ｍ間で観測されており，高尾野羽根溶岩本体であると推定される。 

(2)草千里ケ浜降下軽石層：比抵抗値 100Ωｍ以下を示す部分が高野尾羽根溶岩上に両測線共に層状をなし

て分布することが観測された。この比抵抗値は粘土層ないしは含水した砂・礫層を示しており，この斜面に分

布する地質状況から草千里ケ浜降下軽石層であると考えられる。分布深度は A-B Line では起点～測点 100ｍ

間では地表から 3ｍ程度と 10ｍ程度の深さを示している。斜面方向の布は，C Line の測点 75ｍ～終点間で

非常に浅く，測点 100m から終点側は，高尾野羽根溶岩の上面の谷構造に伴って深く，測点 130ｍ付近では分 

キーワード：２０１６年熊本地震・地すべり・テフラ層・高密度電気探査・軽石層 

写真 1：高尾野羽根溶岩ドーム斜面で発生した地すべり 

調査対象斜面 
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布は地表から 3ｍと非常に浅く分布するが，

測点 30ｍ～65ｍ間では 7ｍと比較的深い位置

に分布している。しかし分布形状は測点 30ｍ

付近の高尾野羽根溶岩が浅所に分布すること

に支配されほぼ水平である。C Line 基点側端

部では分布が深くなる傾向を示している。 

5.まとめ 

以上の結果は以下のようにまとめられる． 

1 比抵抗映像法による断面図では，新期火

山灰層中の低比抵抗部が現われており，草千里ケ浜降下軽石層の分布深度の推定可能である。この軽石層は

低比抵抗であり，地下水の滞水層である可能性が高い。 

2 同じくこの断面図には，高比抵抗ゾーンも観察されており，他の調査結果と併せて考えると，高尾野羽根

溶岩本体を捉えている可能性が高い。 

3 西側斜面において地すべりが発生しなかった範囲では，高尾野羽根溶岩の分布が浅いか，あるいは斜面浅

所に飛び出す形状で分布しているため，地すべりが発生し難い地質構造であったものと推定される。 
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図 3 高尾野羽根溶岩ドーム西側斜面の比抵抗断面図 

図 2 高尾野羽根溶岩ドーム西側斜面と測線配置 
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